
顎骨の移動は咽頭気道の形態を変化させる．そのため，顎変形症患者が手術によって顎骨を過度に後方に移動させ咽頭気道が狭くなった場

合，患者によっては睡眠呼吸障害を発症することがある．一方，睡眠呼吸障害を併発している顎変形症患者で顎骨の前方移動で咽頭気道を拡

大させる場合，どの程度顎骨を移動させることで睡眠呼吸障害が治癒するかについても明らかなっていない． 

本研究では，「顎矯正手術における適正な顎骨移動量の指標」を作成するために．顎矯正手術前後に咽頭気道内圧の測定と睡眠検査を行い，

手術による顎骨移動と気道内圧変化の関連性を明らかにすることを目的とする．本研究によって，顎矯正手術における適正な顎骨移動量の

指標を作成できれば，顎骨の移動量の指標が作成されることで，科学的根拠を持った手術計画の立案に役立つことが期待される. 
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